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・g＞dのとき   

2点のペアによってはリンク内を通るよりも経路  

βを通ったほうが距離が短くなるものがある．それ  

はl∬1－∬2l＞（J＋d）／2となるペアである・このこ  

とを考慮し，図1に倣い図2を描くことができる．  

1．はじめに  

筆者は文献【3］においてネットワーク上の距離分  

布を導出し，移動から見たネットワークの特徴を議  

論した．本稿では，同様の視点から重要と思われる  

ネットワーク上の流動量分布を導出する．  

2．ネットワークの流動量分布   

ネットワーク上の任意の2点∬1，∬2について，2  

点間の移動を雷丁零と表すと，ネットワーク上の地  

点∬における流動量J（∬）は，   

J（∬）＝上。顧¢d痛2  （1）  

と記述できる．すなわち，あらゆる2点の組み合わ  

せに対しその間の最短経路を決定しさえすれば，地  
点∬を通過する移動の数を数え上げれることによっ  

て，J（∬）を求めることができる．   

本稿では，流動量分布を求めるためにネットワー  

クをリンク単位で考え，2点の組み合わせを  

（1）2点が同一リンクにある場合  

（2）2点が異なるリンクにある場合  

の2つに分けて定式化する．   

3．流動量分布の導出方法  

2  2   

図2：リンク上の流動量分布（J＞d）  

以上からリンク上においては，  

（字）2＋2血  （0＜エ≦守）  

2ご（レイト（守）2（守＜エ≦撃）  

（男2・2d（ト∬）（撃＜〇≦∫）  

ム（ェ）＝  

となり，さらに経路β上では一律に，  

佃＝（ギ）2  

となる．  

3．2．異なるリンク間の移動  

（4）   3．1．同一リンク上の移動   

ネットワークからリンクエ（長さg）に注目し，両  

端のノード間最短経路β（長さd）を求める・エとβ  

は必ずしも一致しないことに注意しその大小関係を  
調べる 

・g≦dのとき  

リンク内の最短経路による移動はすべてそのリ  

ンク内で完結する・図1のように，リンク（1次元）  

上の2点を2次元上の1点に置き換えれば，地点  

ヱにおける流動量は斜線部の面積に相当する．よっ  

て，リンク上の流動量分布ム（£）は以下のように書  

ける．  

ネットワークの中から任意に2本のリンク  

エ1，エ2（それぞれ長さgl，g2）を取り出し，そのリン  

ク間の移動に注目したとき，2つのリンク両端の  

ノード間には4つの経路β1～β4（長さdl～d4）が  

あり，移動に使われる経路は点のペアに依存する．  

詳細な説明は文献【3】に譲るが，結局以下の2つの  

場合を考えればよいことが分かる．  

ム（∬）＝2（～－∬）  

し   
図1：リンク上の流動量分布（J≦d）  

e3   

図3：2つのリンクの間の経路  
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（1）1経路の場合   

図のように，e2e3間の経路β4が使われるとする．  

このとき，エ1，エ2それぞれの流動量ム（∬）は，  

エ1＝あ（∬）＝ 2g2ご  
（5）  

エ2：カ（∬）＝ 2Jl（g2－霊）   （6）  

が分かる・このときの流動量は，le左e2l＝leらe4l＝g  

とおいて，以下のようになる．   

柚 ＝2（上∬山上‘（ト坤）（8）  

＝ 2∬2十2k十g2  ．（9）  

また，4e2とeらe4間の経路においては一律に，  

ム（∬）＝～2  （10）  

となり，β4上では  

β4：ム（∬）＝2gl～2  （7）となる．  

ヽ－、e4  

el  

e3  
の
r
・
 
 

図6：リンク間移動の流動量（2）－（i）  

（ii）のとき，ele2とe3eら間，ele2と－ele4間の移  
動は，（1）1経路場合である・ele2とeらel間の移動  

だが，これは（i）の場合と同様に両端が互いの対心  

点になっているため，流動量を求めることができる．  

e3  
O  Jl O  

図4‥リンク間移動の流動量（1）   

（2）2経路の場合   

gl≦～2，dl≦d2とする．図のように，エ1両端  

のノードel，e2それぞれから見て，左右どちら周  

りで移動しても等距離になる点（以後‘対心点，と呼  

ぶ）el，eらがループエ1β1エ2上）2上に存在する・対心  

点の位置によって，  

O  Jl O  ～2  

図7‥リンク間移動の流動量（2）－（ii）  

4．まとめ   

与えられたネットワークの，全てのリンクでム（∬）  
を計算し，あらゆる2つのリンクの組み合わせにつ  

いて彪（∬）を計算し全て足し上げると，あらゆる地  

点∬における流動量，すなわち流動量分布を求める  
ことができる．   

紙面の都合もあるので，計算結果については当日  

発表する．  
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